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　最近99mTc化合物を用いて骨シンチグラムの利用頻

度が増加しつっある．そこで我々は，この物質を用いて

主としての腫瘍の骨転移について症例を重ねたところ，

有用な知見を得たので報告する．

　我々は9gmTc－pyrophosphate及び9gmTc－diphos－

phonateを用い骨転移の疑しい症例を各々30例行った．

方法は，各々10mCi静注し，シンチレー．．ションカメラ

を用いて1時間毎4時間迄検討を加え，更に全身ミニス

キャンニングは2時間後のシンチグラフィーを行った．

なお血中クレアランス及び99mTc化合物の標識の割合

を各時間毎にシリガゲルプレートにて検討した．

　〔結果〕1）X線像により骨変化の認められる場合

は，ほぼ全症例に陽性像が得られた．2）自覚症状皆無

であり更にX線的検査にも特に骨部に変化のない腫瘍症

例にもかなりの割合いに骨シンチグラムに陽性像が得ら

れ骨転移を予見出来た．3）我々の経験では，呼吸性移

動を伴う肋骨部ではミニスキャンニングを用いて腫瘍の

転移の発見は困難であったが，シンチレーションカメラ

を用いることにより明かな陽性像が，多くの症例に見出

された．4）9gmTc－pyrophosphate及び一di　phosp－

honateの取り込みの時間的経過は，微かの相異点が認

められるが，臨床的に使用する場合には両者の間に大き

な差は認められなかった．

　我々は以上の如く骨シンチグラムを行った結果，99m

Tc－pyrophosphate及び一diphosphonateは共に臨床

的な骨の腫瘍について多大な診断価値が有ると考える．

特に腫瘍の骨の転移の早期発見及び経過観察に有効なる

手段と考える，更にこれ等の点について動物実験も行っ

たので加え考察・報告する．
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　〔目的〕慢性関節リウマチにおける99mTcシンチグ

ラムは，薬剤や外科的治療効果の判定に有用とされてい

る．しかし，シンチグラム陽性像は慢性関節リっマチに

特異的ではないことと，陽性像の成因が完全には究明で

きていないこと，などが難点となり日常検査としてはま

だ十分な普及をみるには至っていないようである．そこ

で，第1…報（第33回日医放総会）において99mTc集積

機序と集積カーブについて中間報告を行なったが，その

後の集積機序についての研究によりシンチグラム陽性像

の成因をほぼ究明することができたので，ここに報告す

る．

　〔方法〕1）慢性関節リウマチ患者3人における滑膜

切除術施行時の滑膜，筋肉，脂肪，血液の99mTc－pert－

echnetateおよび1311－HSA摂取率測定，2）慢性関節

リウマチと変型性膝関節症における4膝関節を対象とし

て，9gmTc－pertechnetate静注後，血液および関節貯

溜液の経時的採取から得られたそれぞれのカーブの検討

および貯溜液採取前後のシングラムの比較検討などを行

なった．また，fast　dynamic　studyの解析をシンチカ

メラ・プレイバック装置を用いて行なった．

　〔結果およびまとめ〕99mTc－pertechnetateにおい

ては滑膜組織は静注直後から高摂取率であること，関節

貯溜液摂取率は静注直後は低いが次第に高くなり，20～

30分以後ではわずかにシンチグラム陽性像の因子になり

得ること，などを知ることができた．1311－HSAにおい

ては99mTc－pertechnetateとは若干異なり，グラム当

りの滑膜／血液・貯溜液／血液はいずれも低い傾向であ

った．

　以上の結果から，99mTcシンチグラム陽性像の成因

は主として血液に富んだ滑膜組織によるもので，early

scanでは滑膜組織の放射能が主体になり，　delayed

scanではそれに関節貯溜液の放射能がわずかに加わる

ものと推定された．したがって以上の観点からシンチグ

ラム撮影と読影を行なうべきことを強調したい．
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